
糧警ふれ鶴いな罐‐で
“晟づくり・晟あげ太舎"

No.82 2017(平成29年)3月 25日

苅田町青少年育成町民会議だより

去る、1月 29日 (日 )に青少年育成町民会

議では、恒例となった「親子ふれあい広場」

での“凧づくり。凧あげ大会"を新津中学校を

会場にして開催しました。

昨年は雪で中止となりましたが、今年は無

事に開催することができ、事前申し込みの

親子が次々と会場にやって来られました。
「凧の会」の方の指導やスタッフのアシス

トのもと、みなさん凧作りを始め、寒い体育館
の中にも笑いが渦巻いていました。

まずは下絵を書く、続いて竹ヒゴを曲げる

など日頃は忙しいお父さんやお母さんも一生

懸命に子どもと工作をしましたが、子どもを差

し置いて一心不乱に凧作りをされるお母さんや、次第に凧の形になってくる

と、待ちきれずに体育館の中で走って凧あげをしてみる子どもも現れました。

作っている時に降り出した雨も、凧が完成するころには晴れ上がり、みん

なでグランドに行き、凧あげをはじめました。あいにく風が殆どなかったのです

が、凧の会のご指導のもと、風向き、凧の反り具合など工夫しながら試し、次

第に、凧の糸を伸ばして思いっきり走り回り、どんどん揚がっていく凧に歓声

があがりました。

中には凧が揚がり過ぎて高い木にひっかかり、スタッフが本に登る懸命な

作業で大切な凧を無事に回収し、子どもとお母さんは大喜びする一幕もあり

ました。この日とばかり、男の子も女の子も広い校庭を、凧糸を引いて元気に

走り回り「あがった!」「おもしろい|」 と息をきらし大満足!保護者の皆さんの歓

声も響くなごやかな楽しい雰囲気に、昔から伝わる和凧の素晴らしさをあらた

めて感じました。

寒い中を走り回ってお

腹も空いたお昼は、トン

汁を食べて身体を温め、

凧を大事に抱えながら会

場を後にしました。

学校関係者を始め多

くの皆様のご協力のもと

無事に終了することがで

きましたことを心より深謝

申し上げます。
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去る1月 20日 (金)に苅田町中央公民館において、苅田町青少年育成町民会

議と苅田町PTA連合会の合同により、「家庭教育講演会」を開催しました。

講師には、「丁NCももち浜ストア」で食育関係のお話をされている佐藤剛史

(九州大学院農学研究院助教)さんをお招き

し、「子どもの心も育む食」ということでお話

をして頂きました。

当日は副町長をはじめ、町民会議の委員、

PTA関係者、学校の先生方や一般の方も来られて会場が満席となりました。

子どもの非行に繋がる要因として食生活があげられるとの事で、非行少年が

嫌いな食べ物としては果物、牛乳、おひたし、胡麻和え、こはんそして野菜だそ

うです。「これらの食品はマクドナルドでは食べられないから」との説明に会場は大笑いでしたが、なぜ果物がつ

果物は、親が皮をむく手間が面倒なことからジュースを与えて済ませているのが原因だそうで、朝食を一人で

ヽ

食べている子が多いのも要因だそうです。

食事は忙しくても家族で―緒に食べ、鍋を囲むことの大切さを認

識することが大事であつて、野菜が足りないから野菜ジュースを子ど

もに与えると、その子が親になつた

ときには、わが子にジュースを与え

るようになつてしまうとのことで

す。

親と子の信頼関係を築くことが

大切であり、これは赤ちゃんの時から形成されるとのお話がありました。赤ちゃ

んはお腹の中にいるときは母体で満たされているが、出産と同時に自分の命を

守るためにお腹が空くと泣いてお乳を求めます。そうすると、「泣けば抱いて

オッパイをくれる、この人は凄い」と赤ちゃんは理解して、母親との間に信頼関係が生まれ、これが365日続くこと

で愛情となる。これが無くなると非行に走つていくとのお話に会場 |ましんみりとなつて聞き入つていました。

今日は改めて、「食育」というものを考えさせられた講演会で、終わりには盛大な拍手で講師を送り出しました。
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。
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れ
ば
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子
ど
も
も
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わ
る
″

と
よ
く
聴
き
ま
す
。
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平成28年度苅田町ふれあいマラソン大会が、去る3月 5日

(日 )に西部公民館を中心として開催され、苅田町青少年育成

町民会議では会長を始めとし、委員たちがマラソンコースの要

所にて交通整理などを行いました。

昨年のふれあいマラソン大会は、苅田町商店街を中心に開催

されましたが、本年度はふたたび白川地区に会場を移して開催

され、みどり豊かな白川の郷を選手たちは、風と一緒になつて気

持ちよく走り抜けていました。

lKmコースから10マイルコースまで様々なコースが設定さ

れていましたが、

lKmコースには多くの子ど

もたちがエントリーしてお

り、スタート地点では道路

いつぱいに広がつてスター

トを待つ子どもたちの歓声

に包まれていました。

そんなスタート地点の上

空を見上げると、いま話題

のドローンがちびつ子たちのスタートを見守つて撮影していました。

苅田町青少年育成町民会議では、毎年のソーメン流し大会をはじめ、各種イベントや子どもたちへの朝の声掛

け運動などを開催しており、苅田町の未来を担う子どもたちを育み、見守ることを目的として、若いお母さん方を

はじめ沢山の方々がボランティアで活動されております。

みなさんも町民会議に参加をし、苅田町の未来を担う子どもたちに夢を託してみませんか。
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子どもたちをみんなで見守りましょうノノ

苅田町において、今年度の下

半期では右表のように不審者

が出没しています。

特に子どもたちの下校時間

などは、回りの大人たちの日配

りが必要です。

日 日寺 場 所 当該児童生徒 内 容
9/22(木 ) 18:30 JR苅田駅 女子児童 声掛け事案

9/26(月 ) 16:00 玉川公園 女子児童 声掛け事案

9/29(ラ本こ) 17:00 南原交差点 女子児童 盗撮事案

10/20(木 ) 16:00 尾倉付近 男子児童 声掛け事案

11/10(木 ) 16:00 富久町付近 女子児童 声掛け事案

11/21(月 ) 16:00 富久町 児童 声掛け事案

12/1(木 ) 6:50 ネ申[王]田丁 高校生 声掛け事案

12/2(金 ) 12:10 与原3丁目 女子生徒 盗撮事案

1/11(水 ) 16:00 南原、集付近 女子生徒 痴漢行為

2/16C本0 15:30 緑ヶ丘 女子児童 盗撮事案

2/16(木 ) 15:30 富久町 女子児童 盗撮事案

2/17←金:) 15:40 集付近 女子児童 付きまとい

2/26(日 ) 午前中 向山公園 女子児童 露出行為

2/28(`人 [) 7:45 京町1丁目 男子児童 声掛け事案

3/2(木 ) 16:00 神田町3丁目 女子児童 盗撮事案
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あそびは子どもたちの体力、能力、知恵等を育

み、集団で遊ぶことで忍‐耐、協‐調性を育んで行くと

ても大切なものです。

近年、子どもたちから場所、時間、仲間等が失わ

れつつある。思い切り遊ばさせたいですね。

KY丁教室活動を広めよう・・・
活動や遊びの中には危険が潜んでいます。直接体験すること

で危険回避につながっていく・・。と前回で述べました。子ども会

育成連合会では体験不足の子どもたちに、いろんな場面での危

険を図で表し、考えて危険を発見していく学習をしています。

K・・・キケン
Y・・・ヨチ
T000トレーニング

ゎ
洋∪

◆とき:29.3.2 ◆ところ:三原文化会館大ホール

今年度の講師は、大分県で子どもの夢を応援する愉快なテレビ番組「ダッシュ

t君」で有名な「つだ・つよし」さんをお招きし、「キラキラ輝く夢を育てるステキな応援
方法」と題してお話しをして頂きました。

つだつよしさんは、子どもたちの心を掴み、子どもたちの夢を応援するために活躍

されるなど、小中高生や保護者を始め現役

教職員への講演・研修なども行っています。

講演会が始まると、まずは脳トレで「後出し

負けじゃんけん」を行い、会場は自分の脳の反応不足に大爆笑でした。

脳が活性化したところで本題の講演が始まり、つだつよしさんがこれまで

の経験談やフリースクールを開催している中での子どもたちへの接し方など、

多くの事を語られると委員のみなさんは改

めて子どもに対して行ってきた、自分の行動

や声かけに反省する部分を見い出したようでした。

子どもたちには失敗を経験させることも大事であり、失敗を自ら反省検討するこ

とで成功へつながり、「失敗+成功=自信」という方程式が生まれるとのことでした。

参加されたみなさんは、きっと「このお話を周りの人にも聞かせたい」の一心で、

90分の講演はあっという間に過ぎ、まだまだ聴きたい様子のみなさんでしたが、講

演内容をしっかりと記憶に留めて無事に楽しい講演会を終了しました。
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唖田後子眠0孤冠鰤Ю
町内の6校の小学校を順に紹介させて頂きます。今回は、与原小ひろばです。

放課後子どもひろば事業は、長期体暇中などに地域の方や中学生・高校生との交流を行つています。

今年度、与原小子どもひろばでは、西日本工業大学による「NI丁 ものづくり塾」に参力0して、もの作り

の楽しさを学びました。
=
亀驚
ヽ繭辱 、

`鶴饉
ミ

苅田町役場 子育て 。健康課

TEL 093-588-1036

ヽ

コインが消える

貯金箱を作つたよ!

おもしろ科学体験に

みんな夢中です。

子どもひろばよりお知らせ

ハ
▼  `‐ウ
.議群・

次回登録会 (3月の登録会は終了いたしました)

※対象校 :苅田・南原・与原・片島・白川の5校

「冬貶泊をし議した」隧呟す杉れれは淵
2月 3日 は、節分。豆をまいて邪気を追い払い、―年間の無病息災を願う伝統行事が行

われます。

尾倉すみれ幼稚園でも、子どもたちの健康な成長を願うとともに、日本の伝統的行事

に親しむことを目的に、先生たちと園児で、節分の豆まきを行いました。

園児全員が、それぞれ手作りの鬼のお面をかぶり、「鬼は外1福は内 |」 と大きな声をあ

げながら豆をまきました。子どもたちもお面をかぶつた小さな「鬼」ですが、大きな「鬼」

役の先生をめがけて、元気いつぱいに豆をまき、園庭いつぱいに広がつて大きな鬼を追

いかけまわり、全員で力を合わせて見事に鬼を追

い払いました。子どもたちの元気には鬼もタジタ

ジー。

子どもたちの気持ちの中にいる「寒がり鬼」や

「イヤイヤ鬼」「泣き虫鬼」などのいろいろな鬼も

退治できたかな? ∠鬱
豆まきの後は、園児の健康とすこやかな成長を願い、教室でちょつと甘い豆を

一緒に食べて、節分を楽しみました。寒い冬は、もうすぐおしまい。暖かい春に向

かつて、みんな一緒に大きくなろうね !

今
年
も
別
れ
と
出
会
い
の
時
を
迎
え

ま
し
た
。

大
切
な
青
少
年
を
見
守
り
、
声
か
け

を
毎
朝
続
け
て
こ
の
時
期
を
迎
え
る
の

が
二
十
三
回
目
と
な
り
ま
す
ｃ

高
齢
社
会
の
中
で
、素
敵
な
居
場
所

を
見
つ
け
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
や
先
生
、
地
域
の
方
々

と
顔
を
合
わ
せ
、挨
拶
を
交
わ
す
ｃ
そ
の

時
の
表
情
か
ら
「今
日
も
元
気
で
い
て
く

れ
た
」
そ
れ
だ
け
で
す
。

私
自
身
も
元
気
を
も
ら
い
、
「
ま
た
、

明
日
も
会
い
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な

り
、楽
し
い
日
標
と
居
場
所
が
見
つ
け
ら

れ
た
の
で
す
。

若
い
時
は
、わ
が
子
の
成
長
ば
か
り
に

集
中
。
そ
の
子
ど
も
が
無
事
あ
た
り
前

に
親
と
な
り
、
祖
母
と
い
う
立
場
も
与

え
ら
れ
た
喜
び
は
、
ど
こ
か
で
感
謝
の
気

持
ち
と
な
り
ま
し
た
ｃ
こ
の
気
持
ち
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
積
極
的
に
な
る

き
っ
か
け
で
し
た
。

「
苅
田
町
に
お
世
話
に
な
っ
た
分
、
ど

こ
か
で
お
返
し
出
来
れ
ば
い
い
な
」
、
こ
の

出
会
い
と
別
れ
は
私
の
生
き
て
き
た
証

し
で
す
。
今
で
は
私
の
方
が
見
守
い
れ
て

い
る
の
で
は
…

こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
出
会
い
を
楽
し

み
に
、
子
ど
も
た
ち
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
一緒
に
健
や
か
な
成
長
を
信
じ
て

応
援
し
続
け
て
行
き
ま
し
よ
う
。
吉
野
利
子

編
集

・
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

８
０
９
３
（４
３
４
）
９
８
３
８
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≪日 時》

≪場 所≫
≪持参品≫

≪注 意》

5月 15日 (月)13時 30分より受付開始
14時より説明会

三原文化会館 大ホール
登録料 1人 6000円 /年、印鑑
新 1年生は 5月からの参加です。

馬場小ひろば参カロ希望者は、

直接馬場小ひろばへお尋ねください。
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